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次号予告「光で細胞のはたらきを見る・操る」

巻頭言
多細胞時代の光技術  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥松田道行

解　説
光で細胞を制御する─多様な微生物型ロドプシンと 
オプトジェネティクス─  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥井上圭一
光によるゲノム編集のスイッチング  ‥‥‥‥‥佐藤守俊
フィトクロム Bを用いた赤色光 /遠赤色光による 
細胞内シグナル伝達系の光操作  ‥‥‥‥‥‥青木一洋

二光子蛍光寿命イメージングと色素タンパク質による 
タンパク質間相互作用の可視化  ‥‥‥‥‥‥村越秀治

高輝度発光タンパク質による高感度バイオイメー 
ジング  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥松田知己ほか

光学ハイライト
Fナンバーと実効 Fナンバー  ‥‥‥‥‥‥‥‥稲　秀樹

気になる論文コーナー

今後の特集予定
49巻 2号「今立ち返る，非線形光学顕微鏡の原理」
49巻 3号「液晶空間光制御素子の進展と応用展開」 

//編集後記 //

　メタマテリアルの研究は，2000年ごろに負の屈折率
が実証されて以降盛んになり，2007年には本誌「光学」
でも特集記事が掲載されました．その後も，応用への欠
点とされた損失を低減する二次元メタサーフェスへの展
開や，損失特性を利用した吸収・放射制御の研究，他分
野への展開（音響，材料力学）など，さまざまな発展を
みせてきています．
　今回の特集では，まずこれらメタマテリアル研究のこ
こ約 10年間の進展を，総合報告で俯瞰していただきま
した．そして，ここで紹介されているようにたくさんの
注目研究がある中から，光学に関連が深い光メタサー
フェスの研究と，新たな展開を生み出しそうな研究とし
て近年急激に盛り上がりをみせている音響メタマテリア
ル，人間が直観的には思いつけないメタマテリアル構造
を算出するトポロジー最適化について取り上げ，解説を
ご執筆いただきました．増えつつある実用化研究から
は，フォーカスとして実際に実用化された金属上で動作
する小型アンテナ開発と，光学ハイライトとしてメタレ
ンズの開発について，企業の方にご執筆いただきました．
　基礎研究に予算が付きにくい昨今，海外での研究の盛
り上がりに比べ国内では寂しい状況となっている研究も
ある中，今回の企画が日本のメタマテリアル研究の発展
につながれば幸いです． （菅原，大平）

特集関連の原著論文を募集しています
　「光学」では上記テーマの特集を企画しています．これに合わせて，特集テーマに関連のある原著論文を募集
いたします．投稿締切は，当該特集号の発行月の４か月前の 10日とします．
　特集関連の論文については査読作業をより迅速化し，採択となった論文はその特集号の発刊に合わせて掲載す
るようにいたします．特集号を明記のうえご投稿ください．詳しくは「光学」編集局 kogaku@academic-j.co.jp 
にお問い合わせください．
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